
 

2022年 2月 10日 

各位 

鶴見サンマリン株式会社 

 

【世界初】水素利用のためＭＣＨ（メチルシクロヘキサン）を海上輸送 

～当社の内航及び外航ケミカルタンカーにて実施～ 

 

鶴見サンマリン株式会社（本社：東京都 社長：宍倉 俊人、以下「鶴見サンマリン」）は、ENEOS株

式会社（本社：東京都 社長：大田勝幸 以下、「ENEOS」）が推進する技術実証支援事業*1 向けに

ＭＣＨを供給する事業で、次世代水素エネルギーチェーン技術研究組合（本社：神奈川県 理事

長：森本孝和 以下「AHEAD」）と運送契約を締結（以下「本契約」）し、MCHを 2月 4日に輸送完了

したことをお知らせいたします。 

 

水素利用のための MCHを既存ケミカルタンカーで輸送することは世界初の取り組みです。 

 

本契約では、AHEAD が NEDO 助成事業にて建設したブルネイ・ダルサラームの設備で製造し、

シンガポールのタンクに貯蔵したMCHを当社はケミカルタンカーで輸送を致しました。 

ENEOSは、脱水素機能を有する石油精製装置へMCHを投入し、装置稼働やMCH使用可能量

の検討を行います。 

 

鶴見サンマリンは、引き続き、海上輸送の面から、水素サプライチェーンによるわが国のカーボン

ニュートラル化、持続可能な社会の実現に向けて貢献してまいります。 

 

*1：技術実証支援事業 

「石油コンビナートの生産性向上及び強靭化推進事業（石油コンビナートの立地基盤整備支援事業）」   

CROS（石油供給構造高度化事業コンソーシアム）による助成を受け、石油コンビナートの生産性向上に向け

た構造改善や製油所の CO２排出削減等のグリーン化に向けた取り組みを実施する事業。 

 

・外航ケミカルタンカー 「CRANE URANUS」 

 



・内航ケミカルタンカー 「栄豊」 

 

 

・沖荷役作業現場 

 

 

私たちはエネルギーの輸送を通じて社会に貢献します                           鶴見サンマリン 

【本件に関するお問い合わせ先】 

ガス・ケミカルグループ 武田 TEL 03-3591-1139 ／ 総合企画室 大河内 TEL 03-3591-1133 


